
 

 

 

 

 

          ＭＢ２－５０ＸⅡ  
         記載内容訂正 

                 と 

  タッチパネル制御ソフトウェアのインストール 

（１）（ＵＳＢ Ｔｏｏｌ ｆｏｒＷｉｎｄｏｗｓ ９８、Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００ 

       ａｎｄ Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｍｅ Ｒｅｌｅａｓｅ １．００Ａ） 

（２）（ＵＳＢ Ｔｏｏｌ ｆｏｒ ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ ａｎｄ 

       Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００ Ｒｅｌｅａｓｅ ２．３０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   ２００２年１月１５日 

                    （株）リコー 



 

 

                    MEDHIASITE MB2-50XⅡ 使用説明書  

 

            記載内容訂正と追加情報のお知らせ 

 

◇記載内容の訂正 

 

□パソコンから本機の機能を制御する ………………………………… → Ｐ．５６ 

 

●インターフェース 

 

正 データ長   ８［ｂｉｔｓ］ 

 

誤 データ長   ７［ｂｉｔｓ］ 

 

 ●制御シーケンス         ………………………………… → Ｐ．５７ 

   

  ［例］光源ランプの電源を「点灯（入）」にする。 

  パソコンから送信するコマンド 

   

  正 ３０ ３０ ２１ ０Ｄ 

   

  誤 ３０ ３０ ３１ ０Ｄ 

  

 ●リコモンコマンド        ………………………………… → Ｐ．５８ 

  ＺＯＯＭ／ＦＯＣＵＳ（ＡＳＣⅡ、ＨＥＸ） 

 

  正 空欄（機能しません） 

 

  誤 ｒ０ｆ  ７２ｈ ３１ｈ ３０ｈ 

 

 ●メニュー設定コマンド      ………………………………… → Ｐ．６１ 

 

  クランプ幅 

 

  正 ４３ｈ ４Ｃｈ ５７ｈ 

 

  誤 ４３ｈ ４Ｃｈ ５０ｈ 

 



 

 

                     MEDHIASITE MB2-50XⅡ 使用説明書  

  

［例］コントラストＲ…… 

 パソコンから送信するコマンド 

 

正 ３０ ３０ ５０ ２Ｂ ３１ ３０ ３０ ２Ｂ ３０ ２Ｄ ３０ ３５ ０Ｄ 

 

誤 ３０ ３０ ５０ ２Ｂ ３１ ３０ ２Ｂ ３０ ２Ｄ ３０ ３５ ０Ｄ 

 

本機からパソコンに返すコマンド（状態） 

 

正 ３０ ３０ ５０ ２Ｂ ３１ ３０ ３０ ２Ｂ ３０ ２Ｄ ３０ ３５ ０Ｄ 

 

誤 ３０ ３０ ５０ ２Ｂ ３１ ３０ ２Ｂ ３０ ２Ｄ ３０ ３５ ０Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■タッチパネル制御ソフトウエアのインストール(1) 
タッチパネル制御ソフトウェア「ＵＳＢ Ｔｏｏｌ ｆｏｒ Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｍｅ  

ａｎｄ Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００ ｒｅｌｅａｓｅ １．００Ａ」は、 

Ｗｉｎｄｏｗｓ９８／Ｍｅ／２０００環境において動作します。 

●インストール 

すでにタッチパネル制御ソフトウェアがインストールされていて、再インストールする 

場合は、タッチパネル制御ソフトウェアをアンインストールしてください。 
USBケーブルを使用してタッチパネルコントローラとパソコンを接続し、タッチパネルコントロ

ーラの電源を入れると、自動的にソフトウェアのインストールが始まります。 

 

画面の指示に従って、「USBヒューマンインターフェイスデバイス」のインストールを開始しま

す。この作業が完了すると、タッチパネルコントローラが認識されている状態 
  （タッチするとマウスポインタが動く状態）で、「ＵＳＢ Ｔｏｏｌ ｆｏｒ 
ＷＩＮＤＯＷＳ９８ ａｎｄ ＷＩＮＤＯＷＳ２０００ １．００Ａ」のフロッピー  
ディスクを挿入する。「スタート」→「ファイル名を指定して実行」で３．５インチ  
（Ａ：）を選択し、「ｓｅｔ ｕｐ」を選択し、「開く」をクリックする。 

次に「スタート」→「ファイル名を指定して実行」で３．５インチ（Ａ：）を選択 
し、「ｓｅｔ ｕｐ」を選択し、「開く」をクリックする。 



 

 

「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

「Ｎｅｘｔ」ボタンをクリックします。 
    
   

「Ｙｅｓ」ボタンをクリックします。 



 

 

 

 
 「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
 

 「Ｆｉｎｉｓｈ」ボタンをクリックします。 
    
    
 
 
 
 



 

 

 

ここまで行うとパソコンの再起動をうながしてくるので「はい」ボタンを 
クリックします。 

  
この画面が表示された場合は、「Ａｌｉｇｎ」ボタンをクリックすると、下の 
位置補正画面が表示されます。（Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００では自動的に位置補正  
画面が表示されます。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

画面に現れる３点（左上、右下、右上）を、実際に使用する視点から、タッチ  
します。３点タッチ後、確認画面が表示されますので、画面上のいろいろな 
場所をタッチしてみて、マウスカーソルがその場所に追従するか確認できたら  
「ＹＥＳ」ボタンをクリックしてください。 
補正情報は、パソコンのＯＳに記録されますので、一度補正すると、ディスプレイ 

や解像度を変更しない限り、以降調整する必要はありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

■タッチパネル制御ソフトウエアのインストール(2) 
タッチパネル制御ソフトウェア「ＵＳＢ  Ｔｏｏｌ  ｆｏｒ Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＸＰ and  

Ｗｉｎｄｏｗｓ  ２０００  Release ２．３０」は、Windows 2000、Windows ＸＰの各

OS で動作します。各 OS でのインストール手順に従って、タッチパネル制御ソフトウェ
アをインストールしてください。 
すでにタッチパネル制御ソフトウェアがインストールされていて、再インストールする場

合は、タッチパネル制御ソフトウェアをアンインストールしてください。 

●Windows ＸＰへのインストール 

1. 本機の電源を入れ、パソコンを起動します。 

USBケーブルを使用して、タッチパネルコントローラとパソコンを接続します。 

自動的にソフトウエアのインストールが始まります。 

 

2. 画面の指示に従って、「USBヒューマンインターフェイスデバイス」のインストール

を行います。 

3. コントロールパネルの［システム］→［デバイスマネージャ］→［USBヒューマンイ

ンターフェイスデバイス］を選択し、［プロパティ］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 



 

 

4. ［ドライバ］→［ドライバの更新］を選択します。 

 

 

5. ［次へ］ボタンをクリックします。 

 

 



 

 

6. ［次へ］ボタンをクリックします。 

7. .タッチパネル制御ソフトウェアのフロッピーディスクをフロッピードライブに挿入

して、［次へ］ボタンをクリックします。 

  

８．［完了］ボタンをクリックします。 

９． ここまで進んだら、デバイスマネージャー等のウインドウを閉じ、コン 

ピューターの再起動を行ってください。フロッピーディスクやＣＤ－ＲＯＭ 

をドライブに挿入している場合は取り出し、コンピュータを再起動させて 

ください。すぐに再起動することをおすすめします。 



 

 

10. 再起動後、［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］から 
Ｅｌｏ Ｔｏｕｃｈｓｃｒｅｅｎを開ける。 

   

11．表示画面の［Ａｌｉｇｎ］をクリックする。 

  画面とタッチパネル座標を調整する補正画面が表示されます。 

 

 



 

 

12. 画面に表示される 3 点（左上、右下、右上、この 3 点を補正点といいます）を指など

で押します。途中で補正を中止する場合は、<ESC>キーを押します。 

 13. メッセージダイアログが表示されたら、［Yes］ボタンをクリックします。 

補正情報は、パソコンの OS に記録されます。一度位置補正すると、ディスプレイや

解像度を変更しない限り、以降調整する必要はありません。 

   14.［OK］ボタンをクリックします。 

     これでタッチパネル制御ソフトウェアのインストールは完了です。 
 


